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１．はじめに 

高度 3776m の富士山頂は近傍の都市域などからの汚染

大気の影響を受けにくく，遠方から長距離輸送される汚染大

気塊を捉えるのに適していると考えられる．そのため，夏季

の富士山頂において，汚染大気の指標となる一酸化炭素

（CO）およびオゾン（O3）の観測を行ってきた．また，二酸化

硫黄（SO2）は主に石炭燃焼から放出されるが，この数年の

夏季の富士山頂の観測から，石炭燃焼由来ではなく国内の

火山活動により放出される火山性ガスが検出される事例が

多数みられた．富士山頂での大気観測ではこれらのような

貴重な情報がえられるため，2017年夏季も継続して行った．

また，現在は夏季だけの大気観測を一年を通して行えるよう

にすることは，富士山などの火山活動の常時モニタリングを

するという点からも重要である．しかし，大気微量成分の観

測には高価で大型の計測装置が必要であり，消費電力も大

きいため，富士山頂で商用電源が利用できない期間（夏季

以外）での測定は困難である．そのため，電力消費の少な

いガスセンサーを用いて清浄な富士山頂において大気微

量成分の測定が行えるかどうかテスト測定を行った． 

 

２．測定方法 

2017年 7月 15日から 8月 23日にかけて富士山頂で大

気微量成分の連続測定を行った．CO計と O3計は 1号庁舎

2階に設置し，測定データは翌日にwebサイト上に公開する

ようにした．SO2計は3号庁舎に設置し，測定データをリアル

タイムで webサイト上に公開できるようにして，SO2濃度の変

化をどこからでもすぐに確認できるようにした． 

CO, O3, SO2の小電力測定には．Alphasense社のガスセン

サー（CO-B4, OX-B431, SO2-B4）をそれぞれ用いた．SO2

センサーについては商用電源を用いず 12Vバッテリーを用

いて測定を行った．  

 

３．結果と考察 

CO と O3の測定結果を図に示す．清浄な地点である富士

山頂においてもある程度の濃度変動が見られており，多くの

場合で CO と O3の濃度変動は似たような挙動になっていた．

空気塊の輸送経路を計算できる後方流跡線から，高濃度の

期間は大陸方面から，低濃度の期間は太平洋方面から富士

山頂に空気が運ばれてきたとして説明できる．また，CO は

低いがO3だけ高濃度となる場合もあるが，このときには水蒸

気濃度も低くなっており，高高度から空気が輸送されてきた

ためにO3濃度が高くなっていたことが確認できた． 

SO2の測定結果はほとんど低濃度で推移していたが，7月

20日に 3時間ほどにわたり高濃度となる現象が見られた．こ

のとき空気塊は北方向から輸送されており，浅間山からの噴

煙が輸送されてきた可能性が高い． 

ガスセンサーでのCO, O3の測定は，比較的高濃度となる

都市郊外域（八王子市南大沢）においては既存の大気汚染

測定測器による測定値とよく一致しており，大気観測を行え

ることを確認していた．低濃度となる富士山頂においては，

O3 はやや感度が違っていたがよく変動をとらえていた．CO

についてはおおよそ変動をとらえているが，海洋性の大気

が輸送されて低濃度となる期間に不一致となることがあり，

低濃度となる測定期間で注意が必要となる結果であった．  

また，SO2 センサーについては，標準ガスを用いたテスト

においては数 ppb 程度まで直線性のある応答があることを

確認できていたものの，実際の大気測定においてはバック

グラウンド信号が観測期間中に大きく変動をしてしまった．

低濃度の外気測定にはまだ課題があるが，7月20日の火山

性ガス輸送による SO2濃度上昇はわずかにとらえることがで

きた．実際の大気中で火山性ガスをとらえることができるか

確認をするため，大涌谷において SO2センサーを可搬シス

テムにして測定をおこなった．予想されるような SO2 シグナ

ルの応答を示しており，高濃度となる近傍からの火山性の

SO2は実際の大気観測を行えることが確認できた． 

 

図 2017富士山頂での夏季のCO, O3濃度変化 
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